
ロボット技術を用い
て介助者のパワーア
シストを行う装着型
の機器

　令和５年７月、第９回愛知県高校生介護技術コンテストが愛知県立古知野高等学校を会場として開
催されました。このコンテストは３人１組でチームを作って課題に対する介護技術を競い合うものであり、
７分間の介護技術とその介護に込められた思いを伝える２分間のアピールによって審査が行われます。
　今回は、「居室のベッドに座っている右上下肢に麻痺のある85歳の女性を車椅子に移乗し、帽子を被
り、中庭まで移動する介助をする。中庭に到着したらコミュニケーションを図る。」という課題が出され、
15校から出場した選手たちは、これまでに学んだ技術を活かしながら、相手に寄り添った介護を行って
いました。
　その結果、今年度は一宮北高校が最優秀賞、桃陵高校が優秀賞となりました。一宮北高校は８月に行
われた東海大会でも最優秀賞となり、10月に福井県で行われた全国大会に出場しました。

ロボット技術を用い
て排泄を予測し、的
確なタイミングでト
イレへ誘導する機器
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